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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本研究は、エチオピアの ATVET カレッジで実施されている「ジェンダーに配慮したカリキュラム

(Gender sensitive curriculum)」を事例として、農業普及員育成課程でのジェンダー教育における教

員の役割を分析するとともに、農業普及を通じてジェンダー平等を実現することを目指すカリキュラ

ムの実現を阻害している要因を明らかにすることを目的としている。

エチオピアは、労働人口の 85％を農業分野が占める農業国であるが、生産性の向上には課題が多く、

その対策として、普及員を介して農家に新しい技術を伝える農業普及が重視されている。しかし、未

だに農業普及に参加していない農家は多く、特に女性農業者の参加率は男性農業者と比べて著しく低

いことから、政府は、女性農業普及員の増加と、普及員全般のジェンダー認識の向上のために、農業

普及員育成機関である ATVET カレッジにおいて、「ジェンダーに配慮したカリキュラム」を導入した。 

こうした背景に照らし、本研究は、ATVET カレッジで実施されている「ジェンダーに配慮したカ

リキュラム」に焦点を当て、このカリキュラムを教師がどのように認識、実践しているか、またその

認識や実践が農村の実態に対してどの程度妥当性を持つか、について評価を試みた。農村の実情を把

握するために、聞き取りの手法を用い、女性農業者の日常の仕事や農業普及への期待に焦点を当てた

ベースライン調査を行い、そこから得られた農村におけるジェンダーと農業生産の課題を ATVET カ

レッジのカリキュラム評価の基礎とした。

現地調査は、2013 年 6～7 月に、エチオピア国オロミア州内で、農業普及員育成プログラムを実施

している ATVET カレッジの中から、2 校を選んで実施した。具体的には、専門科目と共通科目を教

える教員 16 名に対する詳細なインタビュー、2 年生の学生 23 名に対するグループディスカッション

を行った他、調査対象校に近い農村の女性農業者 50 名及び農業普及員 30 名に構造化インタビューを

行った。

本博士論文は７章からなり、第１章及び第２章では、研究の背景・目的・方法、アフリカの農業及

び農業普及、カリキュラム理論、ジェンダー研究についての文献を整理し、第３章では、エチオピア

の農業普及、職業技術教育・訓練(TVET)、特に農業 TVET についてについて概観した。第４章以降

では、フィールドワークからのデータに基づく分析結果が提示された。まず、第４章では、女性農業

者と農業普及員へのインタビューをもとに、女性農業者の視点から見た調査対象地の農業の実態及び

農業普及員と女性農業者の関係について明らかにした。特に、世帯内で女性が行う農作業の種類を、

女性世帯主と夫のいる女性に分けて把握し、それらと農業普及員が行う研修の内容と比較し、ニーズ

と農業普及の整合・不整合を確認した。続く第５章では、ATVET カレッジで実践することが期待さ

れている「ジェンダーに配慮したカリキュラム」の公式の内容に対し、教師がそのカリキュラムをど

のように解釈し、実践しているか、またそれを生徒はどのように体験しているかを(1)公式のカリキュ

ラム、(2)教師によって認識されたカリキュラム、(3)教師が実践しているカリキュラム、(4)生徒が実

際に教えられたと認識しているカリキュラムの 4 段階に分けて明らかにした。第６章では、ATVET

カレッジで行われる「ジェンダーに配慮したカリキュラム」が実施される過程において、政府の戦略

やメディアによって作られた「抑圧された女性農業者」というイメージや、教師自身の経験に基づく

固定観念、他の教師の行動や、ATVET カレッジ教員が直面する時間や教育条件の制約などが影響し、

本調査で聞き取った女性農業者の実態やニーズからかい離した教育が行われていることを明らかにし

た。最後の第７章では結論及び政策への示唆についてまとめている。エチオピア政府が導入した「ジ
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ェンダーに配慮したカリキュラム」は、農業の大規模化と商業化を理想とし、女性と男性の農業労働

を種類によって分けることなく、全く同じ仕事を同じように行うことこそが「ジェンダー平等」であ

るという想定に基づいているが、本調査で聞き取りを行った農村では、男女の身体的特性や認識され

た適性に基づいて戦略的に分業が行われており、機械的な「ジェンダー平等」よりも「ジェンダー衡

平」こそが重要との提言がなされた。また、そうしたジェンダー衡平の観点に基づいて、ATVET カ

レッジでのカリキュラムの見直しが必要であることが指摘された。

なお、本博士論文のテーマに関連した論文は、既に『比較教育学研究』に研究論文として単著で掲

載されているほか、『アフリカ教育研究』に調査報告として、『国際教育協力論集』に研究ノートとし

て掲載されるなど、4 点ある（いずれも査読付き）。 

2．本論文の評価 

本論文は、学位論文として以下の点が評価される。

 学位申請者が博士課程前期から一貫して追究してきたテーマであり、半年間のエチオピア留学も

経て、現地語も駆使して積み上げた豊富なデータに基づいている。

 本博士論文は、ジェンダー教育と農業普及という２つの分野にまたがるテーマとして、研究蓄積

の少ない農業普及員へのジェンダー教育を取り上げ、また、それを農村での女性農業者の実態と

対比しつつ、批判的に分析した点で独自性が高い。カリキュラム分析を学校内で完結する問題と

して処理せず、実際に知識を活用する農村でのニーズと対比するという姿勢は、教育研究への重

要な貢献となりえる。

 調査対象のエチオピア国では、大規模な TVET 改革が進行中で、労働人口に占める農業従事者が

多い当該国で、ATVET のカリキュラムへの提言は、政策的含意が高い。

ただし、本論文は、以下の改善すべき点があることが指摘される。

 論文タイトルにも「カリキュラム」と銘打っており、論文の主な分析の章はカリキュラム実践に

関わる教員と学生に対する詳細な聞き取りに基づいているにも関わらず、結論部は、カリキュラ

ム分析としての学術的整理、貢献が必ずしも明確でない。

 女性農業者への聞き取りを既婚・未(離)婚者に分けたことや、ATVET カレッジで、専門科目や一

般科目の教員、二つのサンプル校、学生と教員など、様々なカテゴリーで情報を集積したにも関

わらず、それらのグループ間で、認識や条件の違いが、農業におけるジェンダー観にどのような

影響を及ぼしているかを構造的に提示しきったとは言い難い。

このように、学術マップへの位置づけ、貢献の明確化という点で、一定の課題は残るものの、複数

の分野にまたがり、踏襲できる端的な先行研究がない分野において、詳細な現地調査に基づいて議論
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を展開した本論文の価値は損なわれるものではない。また、TVET で訓練された労働者の技能の社会

的レレバンスの低さが、本論文の調査地であるエチオピアを含め多くの国で指摘されているなか、学

校教育の中で完結せず、農村の実態に照らしたレレバンスという観点から評価を試みたことは、政策

的含意とともに、学術的貢献の可能性を示唆している。このことから、本論文は、博士論文として期

待されるレベルに到達していると判断される。

3. 結論

以上の評価により、本論文は、博士（国際開発）の学位に値するものであると判断し、論文審査の

結果を「可」と判定した。




